
 

 

第５号様式（第６条関係）  

 

綾西小学校 学校運営協議会会議録  

 

会 議 の 名 称 第４回 綾西小学校 学校運営協議会 

開 催 日 令和５年２月２２日（水） 

開 催 時 間 ８時４５分 ～１０時１５分 

開 催 場 所 綾西小学校 体育館及び校長室 

議 長 栗林祥子教頭 

出 席 者 

井田智之、栗原拓児、黒沢裕矢、田邉智行、神尾里美、

栗林祥子、三橋周作 

 

傍 聴 の 可 否 可 傍 聴 者 数 ０ 

会 議 の 内 容 

【体育館】 

 〇１年生学年発表会観覧  

【校長室】 

（１）会長挨拶 （２）校長挨拶  

（３）学校評価について 

（４）意見交換 

 

※今回の運営協議会は、前半に体育館で１年生の学年発表会を観覧してい  

ただき、その後校長室で、会議を行った。  

 

【学校評価】 

〇保護者の回答数が少ないことについて  

 ・紙媒体の方がなじみがあり回答しやすい家庭も多い。今回、全て FORMS 

での回答に切り替えたことで拒否反応を感じた保護者もいたのではな  

いか。 

 ・記入忘れチェック表を紙で提出してもらえば、より回答数があがるの 

ではないか。 

〇学校行事について  

 ・１年生の学年発表会は素晴らしかった。コロナウイルス対応で制限さ  

れることもあるが、行事を通しての成長はやはり大きい。今後も学校  

行事については、充実させてほしい。  

〇支援教育について  

 ・ほっとルームで困り感のある児童を対応するのはとても良いこと。教  

員の手が足りないことについては、今後、学校運営協議会の継続的な  



 

 

課題として話し合う必要がある。例えば、ボランティアを募集したり、 

城山中や早園小と連携し、共通課題として市教育委員会へ提案したり  

するなど具体的に動いていく。  

 

【意見交換】 

・「親の姿を見て子が育つ」というように、保護者も子どもたちと一緒に育

っていくことが大事。学校運営協議会が、保護者の育成についても考え

られるような会になるとよい。  

・前回の学校運営協議会で、自治会長から学校教育活動に地域の力を貸し

ていただくことに前向きなご意見をいただいた。来年度、具体的に取り

組めるように考えていく。  

・学校が、自治会の活躍できるような場所になるよう計画していく。  

 

※会の最後に、カリキュラムマネジメントの取組として行っている各グル

ープの SWOT 分析とマトリックス法による育てたい資質・能力の共有の

結果を説明し、来年度に向けた育てたい児童像の確認をし、これを基に

来年度のグランドデザインを作成することの承認をいただいた。  

 

【配付資料】 

レジュメ、学校評価 

次回開催予定 来年度（日程は未定） 

 


